
し
ま
し
た
袴
田
１
佐
で
す
。

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
自

衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
深

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂

き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
厚
木
航
空
基
地
で
の

勤
務
は
、
航
空
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
隊
、
航
空
集
団
司

令
部
で
の
勤
務
が
あ
り
今

回
で
3
回
目
と
な
り
、
懐

か
し
さ
と
と
も
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。
航
空
基
地
隊
は
、
飛
行
場
・
建
物
の
維
持
管
理
、

基
地
警
備
、
航
空
管
制
、
契
約
・
経
理
の
福
利
厚
生
、

健
康
管
理
等
の
幅
広
い
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
職

の
硫
黄
島
航
空
基
地
隊
司
令
と
し
て
の
勤
務
経
験
を
活

か
し
、
隊
員
と
と
も
に
汗
を
流
し
勤
務
し
て
い
く
所
存

で
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
4
年
8
月
１
日
付

硫
黄
島
航
空
基
地
隊
司
令

を
拝
命
し
、
広
島
県
江
田

島
市
に
あ
る
幹
部
候
補
生

学
校
か
ら
着
任
し
ま
し
た

伊
藤
１
佐
で
す
。
実
に
20

年
ぶ
り
の
厚
木
地
区
で
の

勤
務
に
な
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
硫
黄
島
航
空
基

地
隊
は
、
厚
木
航
空
基
地

か
ら
南
に
約
１
，
2
5
0
ｋ
ｍ
離
れ
た
活
火
山
で
あ

る
硫
黄
島
上
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
最
東
端
に

皆
様
初
め
ま
し
て
、
令

和
4
年
8
月
1
日
付
、
第

3
航
空
隊
司
令
を
拝
命
し
、

下
総
教
育
航
空
群
か
ら
着

任
い
た
し
ま
し
た
小
俣
１

佐
で
す
。
私
は
、
令
和
元

年
に
3
空
副
長
と
し
て
勤

務
し
て
以
来
、
4
回
目
の

厚
木
勤
務
と
な
り
ま
す
。

第
3
航
空
隊
は
昭
和
36
年

鹿
屋
基
地
に
発
足
し
、
下

総
、
厚
木
へ
と
移
転
、
昭
和
58
年
に
第
6
航
空
隊
発
足
、

翌
年
に
Ｐ
―
3
Ｃ
が
導
入
さ
れ
平
成
20
年
に
部
隊
改
編

に
よ
り
3
空
と
6
空
が
合
併
す
る
よ
う
に
新
た
な
3
空

と
し
て
発
足
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
こ
の
諸
先
輩
方

の
築
き
上
げ
た
航
空
隊
の
よ
き
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

多
様
化
す
る
任
務
に
対
応
す
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
る
所
存
で
す
。
私
た
ち
の
活
動
は
地
域
の
皆
様
を
は

じ
め
国
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
皆

様
か
ら
の
ご
支
援
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
4
年
8
月
１
日
付
、
厚
木
航
空
基
地
隊
司
令
を

拝
命
し
、
硫
黄
島
航
空
基
地
隊
司
令
か
ら
着
任
い
た

令
和
4
年
8
月
１
日
付

で
、
2
年
8
か
月
の
期
間

を
経
て
、
厚
木
航
空
基
地

で
5
つ
目
の
配
置
と
な
る

航
空
集
団
司
令
官
と
し
て

赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
当

基
地
で
の
勤
務
も
30
代
前

半
か
ら
繰
り
返
し
勤
務
す

る
機
会
を
得
て
、
既
に
7

年
以
上
を
こ
の
地
で
過
ご

し
、
そ
の
度
に
、
地
元
の

方
の
ご
支
援
を
賜
り
楽
し
い
思
い
出
を
積
み
上
げ
て
き

て
お
り
ま
す
。
特
に
、
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様

に
は
、
平
素
か
ら
自
衛
隊
の
活
動
に
対
し
て
、
深
い
ご

理
解
を
賜
る
と
と
も
に
、
厚
木
航
空
基
地
に
勤
務
す
る

隊
員
に
対
し
て
、
公
私
と
も
に
様
々
な
形
で
の
ご
支
援

を
賜
り
、
誌
上
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
航
空
集
団
司
令
部
は
、
海
上
自
衛
隊
航
空
部
隊

と
し
て
、日
本
周
辺
の
監
視
か
ら
、物
資
、人
員
の
輸
送
、

次
世
代
航
空
機
の
開
発
、
研
究
と
幅
広
く
海
上
防
衛
力

の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
は

「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
な
ど
戦
略
３
文
書
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
防
衛
力
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
航
空
集
団
と
し
て
も
厳
し
い
安
全
保
障
環

境
に
対
応
す
べ
く
、
平
素
の
隙
の
な
い
警
戒
監
視
態
勢

を
持
続
す
る
と
と
も
に
、
練
成
訓
練
を
積
み
重
ね
能
力

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
大
和
市
自

衛
隊
協
力
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆プロフィール◆
出身地：熊本県
出身校：防衛大学校
職　種：戦術航空士
趣　味：読書
着　任：令和4年8月1日
＜前配置＞横須賀地方総監部幕僚長

◆プロフィール◆
出身地：神奈川県
出身校：防衛大学校
職　種：固定翼操縦士
趣　味：ジョギング、Ｅギター、アニメ
着　任：令和4年8月1日
＜前配置＞下総教育航空群首席幕僚

◆プロフィール◆
出身地：静岡県
出身校：防衛大学校
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趣　味：ラジコン、資格取得
着　任：令和4年8月1日
＜前配置＞硫黄島航空基地隊司令

◆プロフィール◆
出身地：岐阜県
出身校：防衛大学校
職　種：固定翼操縦士
趣　味：ジョギング、釣り
着　任：令和4年8月1日
＜前配置＞幹部候補生学校教育部長
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年
頭
訓
示
・
初
訓
練
飛
行

令
和
４
年
度
厚
木
航
空
基
地

殉
職
隊
員
追
悼
式

第
４
航
空
群

　

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

厚
木
航
空
基
地
駅
伝
大
会

昨
年
8
月
に
第
51
航
空

隊
司
令
を
拝
命
し
、
下
総

教
育
航
空
群
司
令
の
職
よ

り
着
任
し
ま
し
た
。
前
回

の
厚
木
勤
務
か
ら
17
年
も

の
年
月
が
経
過
し
、
基
地

内
に
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

や
管
制
塔
、
東
側
に
2
つ

の
巨
大
な
格
納
庫
が
新
設

さ
れ
、
駐
機
場
に
は
Ｐ
―

１

が
翼
を
休
め
て
い
る
様
子
に
、
月
日
の
移
ろ
い
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
第
51
航
空
隊
で
は
、
部
隊
が
使
用
す

る
航
空
機
や
搭
載
装
備
品
の
調
査
・
研
究
・
開
発
・
試

験
を
担
当
す
る
隊
員
、
ま
た
、
搭
乗
員
や
整
備
員
の
能

力
向
上
の
た
め
に
訓
練
指
導
を
実
施
す
る
隊
員
な
ど
、

様
々
な
任
務
に
就
い
て
い
ま
す
。
海
上
航
空
部
隊
の
能

力
に
直
結
す
る
職
務
に
、
自
身
に
課
せ
ら
れ
た
重
責
を

肺
腑
に
浸
み
込
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
和
市
自

衛
隊
協
力
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
温
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
貴
協
力
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
８
月
22
日

付
、
第
61
航
空
隊
司
令

を
拝
命
し
、
海
上
幕
僚

監
部
か
ら
着
任
い
た
し

ま
し
た
芦
原
１
佐
で
す
。

こ
の
度
、
約
15
年
ぶ
り

に
厚
木
で
勤
務
す
る
こ

と
と
な
り
、
搭
乗
員
勤

務
を
始
め
た
懐
か
し
い

地
に
帰
っ
て
き
た
と
い

う
思
い
と
部
隊
指
揮
官
と
し
て
の
重
責
を
胸
に
日
々
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。
第
61
航
空
隊
は
、
航
空
輸
送
を
主

任
務
と
す
る
航
空
集
団
直
轄
の
部
隊
で
あ
り
、
輸
送
機

Ｃ
―

１
３
０
Ｒ
及
び
連
絡
機
Ｌ
Ｃ
―

90
に
よ
る
任
務
遂
行

能
力
を
維
持
・
向
上
す
る
た
め
、
日
々
訓
練
に
邁
進
し

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様

の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
４
年
10
月
28
日
、
令
和
４
年
度
厚
木
航
空
基

地
殉
職
隊
員
追
悼
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ご
遺
族
様
、

周
辺
自
治
体
首
長
、
市
議

会
議
長
、
慰
霊
祭
特
別
功

労
者
、
自
衛
隊
協
力
団
体

代
表
等
の
ほ
か
、
厚
木
航

空
基
地
所
在
部
隊
の
指
揮

官
等
が
参
列
し
、
儀
じ
ょ

う
隊
拝
礼
、
黙
と
う
、
第

4
航
空
群
司
令
に
よ
る
追

位
置
す
る
南
鳥
島
に
お
い
て
も
国
土
交
通
省
、
気
象
庁

と
と
も
に
隊
員
が
活
動
し
て
お
り
、
自
衛
隊
機
や
米
軍

機
等
に
対
す
る
運
航
支
援
、
救
難
等
の
各
種
支
援
の
任

務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
隊
員
の
活
動
が
皆
様
の
目
に

触
れ
る
機
会
は
限
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
厳
し
い
離
島

の
環
境
の
中
で
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
日
々
職
務
に
励
ん

で
い
ま
す
。
我
が
国
の
安
全
保
障
を
支
え
る
部
隊
と
し

て
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
大
和
市
自
衛
隊

協
力
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

令
和
5
年
１
月
11
日
、

年
頭
訓
示
・
初
訓
練
飛
行

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
頭

訓
示
と
し
て
第
４
航
空
群

司
令
は
「
我
が
国
周
辺
の

状
況
は
、
戦
後
最
も
厳
し

く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境

に
直
面
し
て
い
る
。
昨
今

の
頻
発
す
る
地
震
等
の
自

然
災
害
へ
の
対
応
を
含
め
、

様
々
な
状
況
に
対
し
て
の
備
え
と
し
て
、海
上
自
衛
隊
、

ひ
い
て
は
第
４
航
空
群
に
対
す
る
期
待
は
、
益
々
大
き

く
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
我
々
は
い
つ

で
も
国
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進

し
、
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
群
司

令
の
「
初
訓
練
飛
行

か
か
れ
」
の
号
令
で

ク
ル
ー
が
一
斉
に
Ｐ
―

１
哨
戒
機
に
乗
り
組

み
、
初
訓
練
飛
行
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

初
訓
練
飛
行
で
は
富

士
山
周
辺
等
を
飛
行

し
、
自
衛
隊
協
力
会

の
方
に
も
体
験
搭
乗

し
て
頂
き
ま
し
た
。

悼
の
辞
、
献
花
、
ご
遺
族
代
表
あ
い
さ
つ
、
弔
銃
発
射

等
が
行
わ
れ
、
追
悼
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
5
年
１
月
20
日
、
第

４
航
空
群
の
創
隊
60
周
年

を
記
念
し
、「
や
ま
と
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
周
辺
自
治
体
首
長
等
、

自
衛
隊
協
力
団
体
関
係
者
、

米
軍
関
係
者
、
厚
木
基
地
隊

員
及
び
家
族
な
ど
約
１
０
０
０
名
が
招
待
さ
れ
ま
し

た
。
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
る
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
ジ
ャ
ズ
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
が
楽
し
め
る
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。
観
客
も
拍
手
で
演
奏
に
参
加
し
、
会
場

全
体
が
一
体
感
で
包
ま
れ
る
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

令
和
5
年
3
月

2
日
、
令
和
4
年

度
厚
木
航
空
基
地

駅
伝
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
厚
木
基
地
に

所
在
す
る
各
隊
及

び
米
海
軍
チ
ー
ム

を
加
え
て
7
チ
ー

ム
が
編
成
さ
れ
、

大
会
会
長
の
金
山

群
司
令
の
ス
タ
ー

（2）令和５年５月１日発行 第　6２　号

◆プロフィール◆
出身地：山口県
出身校：防衛大学校
職　種：固定翼操縦士
趣　味：旅行、山登り
着　任：令和4年8月1日
＜前配置＞下総教育航空群司令

◆プロフィール◆
出身地：愛媛県
出身校：防衛大学校
職　種：固定翼操縦士
趣　味：筋トレ、キャンプ、料理
着　任：令和4年8月22日
＜前配置＞�海上幕僚監部装備体系課

航空機体系班長

第 51 航空隊司令
１等海佐　井

いのうえ

上　竜
りゅうぞう

三

第 61 航空隊司令
１等海佐　芦

あしはら

原　賢
けん

治
じ



第
４
航
空
群
司
令
よ
り
感
謝
状

航
空
集
団
司
令
官
よ
り
感
謝
状

航
空
集
団
司
令
官
よ
り
記
念
の
盾

ト
合
図
に
よ
り
選
手
達
は
一
斉
に
飛
び
出
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
沿
い
で
の
熱
烈
な
応
援
を
受
け
、
各
チ
ー
ム
は

懸
命
に
10
区
間
で
襷
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
優
勝
は
、
抜

群
の
走
力
を
見
せ
た
第
４
整
備
補
給
隊
チ
ー
ム
で
し

た
！令

和
４
年
７
月
27
日
に
航
空
集
団
司
令
官 

二
川
海

将
（
現
：
統
合
幕
僚
学
校
長
）
よ
り
当
協
力
会
大
高
会

長
へ
航
空
集
団
創
設
60
周
年
記
念
の
盾
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
盾
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
航
空
集
団
下
の
隊
員
か
ら

の
公
募
で
選
出
さ
れ
、
第
2
航
空
修
理
隊
の
隊
員
に
よ

り
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
5
年
3
月
29
日

に
航
空
集
団
司
令
官 

松

本
海
将
よ
り
当
協
力
会

理
事
の
安
田 

幹
仁
氏

へ
感
謝
状
と
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
安
田
理
事
は
、
長

年
に
亘
り
我
が
国
の
防

衛
及
び
自
衛
隊
の
任
務

に
対
す
る
深
い
理
解
を

令
和
5
年
2
月
7
日
に
第
４
航
空
群
司
令 

金
山
海

将
補
よ
り
当
協
力
会
理
事
の
吉
田 

常
夫
氏
へ
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

吉
田
理
事
は
、
長
年
に
亘
り
地
域
に
お
け
る
防
衛
基

盤
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
第
４
航
空
群
の
充

実
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ

た
も
の
で
す
。

ま
た
、
厚
木
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
発
足

時
か
ら
積
極
的
に
隊
員
家
族
へ
の
支
援
活
動
に
取
り
組

5
月
18
日
と
9
月
14
日
に
厚
木
基
地
内
米
軍
施
設
の

ゴ
ル
フ
場
に
て
、
快
晴
の
中
、
当
協
力
会
の
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

三
沢
副
会
長
、
米
谷
相
談
役
、
土
屋
顧
問
、
青
木
理

事
、
倉
田
理
事
、
吉
川
理
事
、
吉
田
理
事
、
正
木
元
事

務
局
長
を
は
じ
め
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
を
頂

き
ま
し
た
。

３
月
23
日
（
日
）
に
厚
木
基
地
米
軍
施
設
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ト
リ
ロ
ジ
ー
」
に
て
サ
ン
デ
ー
ブ
ラ
ン
チ
の 

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
！

三
沢
副
会
長
、
土
屋
顧
問
以
下
34
名
の
大
勢
の
皆
様

が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
そ
う
に

シ
ェ
フ
自
慢
の
と
っ
て
も
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
や
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
沢
山
召
し
上
が
っ
て
い
ま

し
た
！

今
年
度
も
サ
ン

デ
ー
ブ
ラ
ン
チ
を

企
画
い
た
し
ま
す
。

サ
ン
デ
ー
ブ
ラ

ン
チ
に
参
加
を
ご

希
望
さ
れ
る
会
員

の
皆
様
は
、
当

協
力
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
申
し

込
み
頂
く
か
又
は

事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

示
し
、
当
協
力
会
理
事

と
し
て
地
域
社
会
に
お
け
る
防
衛
意
識
の
高
揚
並
び
に

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
促
進
に
積
極
的
に
尽
力
し
海

上
自
衛
隊
航
空
部
隊
の
充
実
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
特
に
、
協
力

会
主
催
の
諸
行

事
や
第
４
航
空

群
の
実
施
す
る

広
報
行
事
に
積

極
的
に
参
加
す

る
こ
と
で
地
域

社
会
と
厚
木
航

空
基
地
の
円
滑

な
関
係
の
維
持

発
展
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

ゴ
ル
フ
大
会

サ
ン
デ
ー
ブ
ラ
ン
チ

み
、
厚
木
航
空
基
地
部
隊
の
任
務
遂
行
能
力
の
発
揮
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

新
ペ
リ
ア
方
式
で
順
位
を
競
い
合
い
、法
人
会
員「
Ｐ

Ｘ
さ
ん
き
ち
」
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
米
軍
仕

様
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
バ
ッ
グ
や
ジ
ャ
ン
バ
ー
な
ど
豪
華
賞

品
を
多
数
用
意
し
ま
し
た
。

第
１
回
の
優
勝
は
、青
木
理
事
で
第
２
回
の
優
勝
は
、

個
人
会
員
の
木
村
さ
え
子
さ
ん
で
し
た
。

今
年
度
も
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
は

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。な

お
、
ゴ
ル
フ
大
会
の

ご
案
内
は
、
当
協
力
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、「
大
和
市
自
衛
隊
」
で
検
索
】

（3） 令和５年５月１日発行第　6２　号

第１回参加の皆様

第2回参加の皆様

豪華賞品難関の18ホールで皆さん苦戦！



江
田
島
研
修
報
告

H
P
・
広
報
委
員　

菊
地　

聡　

令
和
4
年
11
月
18
日
～
20
日
、
広
島
県
に
あ
る
海
上

自
衛
隊
関
連
施
設
の
研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
大
高
会
長
、
藤
本
副
会
長
以
下
13
名
で
し

た
。
朝
、
6
時
15
分
に
新
横
浜
駅
に
集
合
と
い
う
こ
と

で
皆
さ
ん
眠
た
い
目
を
擦
り
な
が
ら
で
し
た
が
、
一
人

も
遅
刻
す
る
こ
と
な
く
無
事
に
新
幹
線
で
広
島
駅
ま
で

移
動
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
り
複
雑
な
広
島
駅
構
内
を

迷
子
に
な
り
な
が
ら
も
ホ
テ
ル
に
到
着
し
、
荷
物
を
預

け
る
と
休
む
間
も
な
く
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
、宇
品
港
へ
。

そ
こ
か
ら
江
田
島
小
用
港
ま
で
高
速
船
に
揺
ら
れ
る
こ

と
20
分
、
さ
ら
に
タ
ク
シ
ー
移
動
で
よ
う
や
く
初
日
の

目
的
地
「
第
一
術
科
学
校
・
幹
部
候
補
生
学
校
」
に
着

き
ま
し
た
。
な
か
な
か
ハ
ー
ド
な
午
前
中
で
し
た
。

今
回
も
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
た
め
自
衛
官
の
皆

様
と
の
会
食
は
叶
わ
ず
、
正
門
近
く
に
あ
る
中
華
料
理

「
紅
来
軒
」
で
そ
れ
ぞ
れ
昼
食
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
昔
か
ら
多
く
の
自
衛
官
方
に
愛
さ
れ
て
い
る
お

店
の
店
内
に
は
卒
業
生
の
写
真
が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
も
て
な
し
が

と
て
も
行
き
届
い
て
お
り
、
な
お
か
つ
と
て
も
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
の
で
人
気
店
な
の
も
納
得
で
す
。

さ
て
、
午
後
は
い
よ
い
よ
研
修
ス
タ
ー
ト
で
す
。
ま

ず
は
三
角
の
屋
根
が
ひ
と
際
目
を
引
く
大
講
堂
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
９
７
４
年
に
建
造
さ
れ

て
主
に
入
学
式
や
卒
業
式
で
使
用
さ
れ
る
そ
う
で
す

が
、
広
島
産
の
御
影
石
を
使
用
し
た
構
内
は
音
の
反
響

を
考
え
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
今
日
ま
で
一
度
も
マ
イ

ク
や
ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
っ
た
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。

壇
上
ま
で
赤
じ
ゅ
う
た
ん
が
ひ
い
て
あ
り
、
卒
業
式
で

こ
の
上
を
歩
け
る
の
は
成
績
優
秀
者
上
位
5
名
の
み
だ

そ
う
で
す
が
、
今
回
は
特
別
に
登
壇
さ
せ
て
い
た
だ
き

記
念
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
貴
重

な
体
験
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
は
赤
レ
ン
ガ
が
き
れ
い
な
幹
部
候
補
生
学
校
を
落

合
副
学
校
長
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
雨
だ
れ

で
レ
ン
ガ
が
汚
れ
な
い
よ
う
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
ま

で
細
工
が
し
て
あ
る
窓
に
は
関
心
致
し
ま
し
た
。

本
館
は
、
船
内
生
活
を
意
識
さ
せ
る
た
め
、
基
本
的

に
扉
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
床
材
も
一
部
は
、
旧
日

本
海
軍
戦
艦
の
デ
ッ
キ
の
木
材
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
床
は
、
入
念
に
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

校
内
で
は
ま
さ
に
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
し

た
が
、
中
庭
に
あ
る
「
同
期
の
桜
」
を
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
と
き
は
思
わ
ず
「
お
ぉ
～
」
と
声
が
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
樹
齢
が
古
く
な
っ
て
き
た
の
で
支
え
が
必
要

に
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。
こ
の
同
期
の
桜
に
は
諸
説

あ
る
そ
う
で
す
が
、
こ
こ
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
若
者
に

と
っ
て
は
こ
の
樹
こ
そ
が
同
期
の
桜
で
あ
り
、
い
つ
ま

で
も
そ
こ
に
い
て
若
者
た
ち
を
見
守
っ
て
い
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

さ
て
、
次
は
教
育
参

考
館
で
す
。
１
９
３
６

年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た

が
、
費
用
は
す
べ
て
寄

付
金
に
よ
る
も
の
だ
そ

う
で
す
。
正
面
の
立
派

な
柱
は
当
時
の
お
金
で

1
本
千
円
か
か
っ
た
そ

う
で
す
。
貴
重
な
資
料

が
多
数
展
示
し
て
あ
る

と
と
も
に
か
つ
て
の
海

軍
軍
人
の
墓
所
と
し
て
の
一
面
も
あ
る
の
で
、
館
内
は

撮
影
禁
止
、
入
館
の
際
に
は
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
よ

う
注
意
書
き
が
あ
り
ま
す
。
日
本
海
海
戦
や
第
6
潜
水

艇
遭
難
、
神
風
特
別
攻
撃
隊
・
人
間
魚
雷
「
回
天
」
ど

れ
も
こ
れ
も
本
当
に
貴
重
な
資
料
ば
か
り
で
、
涙
な

し
に
は
読
め
ま
せ
ん
で

し
た
。
当
時
の
軍
人
の

方
々
が
何
を
残
し
、
何

を
伝
え
た
か
っ
た
の

か
、
私
も
会
社
の
ト
ッ

プ
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
機
会
が
あ

れ
ば
読
者
の
皆
様
も

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。ほ

か
に
も
生
徒
資
料
館
で
は
集
合
写
真
の
中
か
ら
谷

事
務
局
長
を
探
し
た
り
と
思
い
思
い
に
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

初
日
の
夜
は
広
島
と
言
え
ば
牡
蠣
と
い
う
こ
と
で
か

き
小
屋
豊
丸
水
産
に
て
生
、
焼
き
、
蒸
し
、
カ
キ
フ
ラ

イ
に
天
ぷ
ら
と
存
分
に
牡
蠣
を
堪
能
し
明
日
に
備
え
ま

し
た
。

二
日
目
は
電
車
で

呉
ま
で
移
動
し
、
大

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
て
つ
の
く
じ
ら

館
を
見
学
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
観
光

用
に
な
っ
て
い
る
の

で
説
明
が
分
か
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
中
で
も
零
戦
が

展
示
し
て
い
る
エ
リ
ア

は
大
人
気
で
、
写
真
を

撮
る
観
光
客
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
お
昼
は

向
か
い
に
あ
る
呉
ハ
イ

カ
ラ
食
堂
の
テ
ッ
パ
ン

カ
レ
ー
。
自
衛
隊
員
が

船
内
で
使
用
し
て
い
る

物
と
全
く
同
じ
食
器
で

食
事
が
で
き
る
人
気
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

夜
は
広
島
の
グ
ル
メ

で
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
お
好
み
焼
き
。
そ
の
他
に
も
地

元
グ
ル
メ
を
堪
能
で
き
た
の
で
皆
さ
ん
大
満
足
で
し

た
。最

終
日
は
希
望
者
の
み
帰
り
の
新
幹
線
を
変
更
し
て

各
々
市
内
観
光
に
出
か
け
ま
し
た
。
時
間
の
差
は
あ
れ

ど
も
目
的
地
は
皆
同
じ
で
原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念
公

園
を
訪
れ
た
よ
う
で
す
。
私
も
平
和
記
念
資
料
館
に
行

き
ま
し
た
が
、
子
供
の
こ
ろ
教
科
書
で
見
た
「
人
影
の

石
」
や
一
般
市
民
の
方
々
の
多
く
の
遺
品
や
被
爆
さ
れ

た
方
々
の
写
真
等
な
ど
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。３

日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
て
楽
し
か
っ
た
な
と
思

う
の
と
同
時
に
、
今
の
日
本
が
あ
る
の
は
多
く
の
方
々

の
犠
牲
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
る
の
だ
な
、
と
き
れ
い

な
空
を
見
上
げ
て
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
研
修
に
あ
た
り
色
々

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
第
１
術
科
学
校
広
報
係
の
西

村
様
、
幹
部
候
補
生
学
校
副
校
長
の
落
合
様
、
そ
し
て

関
係
各
部
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（4）令和５年５月１日発行 第　6２　号


